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私が抱いていた 
開発工学のイメージ 



現地の人の 
ニーズに応える 

教育・医学 
とは違う 
アプローチ 

 

生産性・効率 
の改善 

 
ものつくり 



適正技術 



適正技術(Appropriate Technology) 

 
• コミュニティーの多くの人が必要としている 

• 持続可能性を考慮した原材料・資本・労働力 

• コミュニティー内で所有・制御・稼働・持続が
可能である 

• 人々のスキルや威厳を向上させることができる 

• 人々と環境に非暴力的である 

• 社会的・経済的・環境的に持続可能である 

 という条件をすべて満たす技術のこと(遠藤) 

遠藤謙,”適正技術とは”, http://dlabjp.blogspot.jp/2010/03/blog-post.html 
 



以前の開発工学のイメージ 

• 教育の改善や外交政策のといった   
結果が不可視的なアプローチではなく    
可視的なアプローチを図るもの 

• 工学的技術を用いるもの 

• 貧困問題の解決方法を工学の視点から 
考案しているもの 

• 適正技術 

 



現在抱いている 
開発工学のイメージ 



開発工学 

機械工学 

電気工学 

土木工学 

情報工学 

化学工学 

環境学 

経済学 

プロジェクト

マネジメント 

中間技術 

適正技術 

適正技術 



• 様々な学問の共通項を探る学問 

• ミクロな視点からマクロに考える学問 

• 現在から未来を見つめる学問 

• 途上国問題の解決に重きを置いている学問 

• 様々な方法でアウトプットされる学問 

 

現在の開発工学のイメージ 


